	シンポジウム　シナリオ・司会原稿
	令和７年７月３１日（木）
場所：水戸市民会館　



	時刻
	内容・場所
	担当
	進行概要・アナウンス原稿
	備考

	11:00

	係打合せ

	シンポジウム班

	
	

	12:00
	講師お出迎え
地下駐車場
小楽屋107（小林氏）
108（富田氏）
109（西村氏、塚越氏）
	濱野
北條

	地下駐車場出入口から、駐車場所へ誘導
到着後、小楽屋107・108・109へ案内
接待（おしぼり、ペットボトル）
	小林先生以外は車で来所

	12:05
	あいさつ
	野口

	会長、実行委員長あいさつ
	

	12:10
	昼食
	
	
	

	13:10
	シンポジウム打合せ

	コーディネーター
シンポジスト
	大楽屋103へ移動
（開会行事の来賓が帰ったのを確認して）
	

	14:10
	機器接続最終点検
	コーディネーター
シンポジスト
	
	庶務部
パブリックアート

	14：25
	開始通告


	野口
	■間もなくシンポジウムを開始いたします。なお、シンポジウム中は携帯電話の電源をお切りになるか、マナーモードに設定いただき、使用をご遠慮ください。また、カメラ・携帯電話での写真撮影や録音等はご遠慮ください。
	5分前ベル

	14：28
	コーディネーター、シンポジストはステージへ移動
	濱野
北條
藤田
	座席まで案内する。
	

	14:30
	開会のことば
	野口


北條
	■司会を担当させていただきます　野口　環　と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。
■シンポジウム開始のあいさつを　北條
昌広　が申し上げます。
	本ベル

開会のことば
ほうじょうまさひろ

	14:32
	コーディネーター並びにシンポジスト紹介
	濱野
	■それでは、本シンポジウムのコーディネーター並びにシンポジストの方々を　濱野　優子　がご紹介させていただきます。

①コーディネーター（小林　祐紀　氏）
②シンポジスト（富田　敬子　氏）
③シンポジスト（西村　卓朗　氏）
④シンポジスト（塚越　敏典　氏）
	紹介
はまの
ゆうこ

こばやし　ゆうき
とみた　けいこ
にしむら　たくろう
つかごし　としのり

	14:35
	趣旨説明（5分間）
	藤田
	■続きまして、本シンポジウムの趣旨説明を　藤田　則男　が行います。
	趣旨説明
ふじた
のりお

	14:40
	
	野口
	■では、ここからの進行を　コーディネーターの小林　祐紀　先生にお願いいたします。
	

	
	基調提案（10分）

	コーディネーター

	＜コーディネーターによる基調提案＞
シンポジウムの進め方を含めた、サブテーマについて基本的な考え等を提示いただく。
	

	14:50
	提言（10分×3名）
	シンポジスト
	＜提言につながるシンポジスト自身の取組や考えも含めての話＞
①富田　敬子　氏
②西村　卓朗　氏
③塚越　敏典　氏
	

	15:20
	討議（40分）
	コーディネーター
シンポジスト
	＜シンポジストによる討議＞

さて、皆様からもご意見やご質問等があろうかとは思いますが、時間の都合上、アンケートにてお寄せいただければと思います。
	

	16:00
	まとめ（20分）

	コーディネーター
シンポジスト
	では、終了時間が迫って参りましたのでこのあたりでまとめに入っていきたいと思います。お一人3分程度でシンポジウムのまとめの言葉をいただきます。よろしくお願いいたします。
＜シンポジストによるまとめ＞
＜その後、コーディネーターによるまとめ＞
シンポジストの皆様、本日はありがとうございました。また、参加者の皆様も進行へのご協力ありがとうございました。
進行を司会の方へお返しいたします。
	

	16:20
	お礼のことば

	野口

森
	■皆様、ありがとうございました。ではシンポジウムの締めくくりにあたり、全国公立学校教頭会　副会長　三木　直史　がお礼のことばを申し上げます。
	お礼のことば
みき
なおふみ

	16：25
	閉会のことば
	野口
北條
	■シンポジウム終了のあいさつを　北條
昌広　が申し上げます。
■コーディネーターとシンポジストの皆様が退場されます。どうぞ、大きな拍手でお送りください。
	開会のことば
ほうじょう
まさひろ

	
	控室（大楽屋103）へ移動
	2人
（名前）
	ステージそでで待機し、控室まで誘導しそのまま控室で接待する。
	謝礼・手土産を渡す

	16:30
	諸連絡
	野口
髙村
	■最後に、実行委員会　経理部長の髙村　啓子　より諸連絡があります。
＜連絡事項等＞
	諸連絡
たかむら
けいこ

	16:45
	シンポジウムお見送り
	シンポジウム班

	地下駐車場へ誘導後、お見送り
場合によっては、タクシーを手配し水戸駅までお見送りする。
	




